
木曽三川と名古屋市の水道
水資源開発の歴史

よみがえれ長良川実行員会

 事務局長 武藤 仁

１　名古屋市水道の誕生と整備

２　経済成長と名古屋市水道

３　節水型社会と名古屋市水道

４　名古屋市水道のこれから 
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名古屋市近代水道の創設

1893（明治26）
内務省顧問W.Kバルトン氏に
給水工事調査委嘱。
1894（明治27）
バルトン氏、給水人口27万人
と見積もり、水源を入鹿池とす
る計画報告書提出。

1903（明治36）
愛知県技師上田敏郎氏を上
水道布設調査のため嘱託とし
て任命。
上田氏、犬山より木曽川の水
を引水し、田代（現千種区）に
山頂にポンプ圧送し給水する
案を提出。

1910（明治43）
東山配水池、犬山で起工式
1914（大正３）
竣工、給水開始。
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名古屋市水道の給水人口と給水量の推移（万人）
（万ｍ３）
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名古屋市水道の
水源施設と完成年

1976 岩屋ダム

1983 木曽川大堰

1995 長良川河口堰

1996 味噌川ダム

2008 徳山ダム

名古屋市水道の浄水場
給水開始年

1914 鍋屋上野浄水場
1946 大治浄水場
1969 春日井浄水場 4



名古屋市水道と木曽川水系の水資源開発

1968（昭43） 　木曽川水系水資源開発基本計画 （フルプラン）   →長良川河口堰・岩屋ダム

1973（昭48） 　フルプラン全部変更（FPⅡ）→徳山ダム・阿木川ダム・味噌川ダム

1983（昭58） 　木曽川総合用水事業完成（岩屋ダム76年完成、木曽川大堰完成）

1995（平7）　7月長良川河口堰運用開始　　　12月徳山ダム建設事業審議委員会設置

1996（平8） 　味噌川ダム完成

1997（平9）　 徳山ダム名古屋市３ｍ３/秒撤退（FPⅢ） 　
2003（平15） 徳山ダム事業費増額　2540億円→3550億円　

2004（平16） 徳山ダム新規水利権12.0ｍ３/秒→6.6ｍ３/秒に（FPⅣ）　

　　　　　　　　　　　　●名古屋市　上水2.0→1.0　工水1.0→0.7
　　　　　　　　　　　　●岐阜県　上水1.5→1.2　工水3.5→1.4　　●愛知県　上水4.0→2.3
　　　　　　　　　　　　　　　　

2007（平19）年 8月 木曽川水系連絡導水路　案の合意   徳山ダム08年完成

2009（平21）年 5月　名古屋市長「導水路撤退」声明　10月　国交大臣「導水路凍結」表明

　　　　　　　　　　　　　導水路が「検証」対象事業に　（国・機構ダム３１、都道府県ダム５３）

2011(平23)  愛知県が長良川河口堰の検証を始める

2024 （令6）　国土交通省　木曽川水系連絡導水路事業「継続」決定発表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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名古屋市水道の水源施設建設負担金の償還額
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億円

徳山ダム1次

長良川河口堰

徳山ダム2次

木曽川用水

岩屋ダム

三重工水転用

味噌川ダム

令
和

1
2

7



令和６年４月23日名古屋市議会経済水道委員会　説明資料 
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令和６年４月23日名古屋市議会経済水道委員会　説明資料 

令和７３年 
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木曽川の下に
さらなるトンネンル工事

☛５０億円追加
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名古屋上水　0.57億円（Ｒ2）
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徳山ダム管理費

負担
　

（億円）

永遠に！
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木曽川水系連絡導水路（徳山ダム導水路）

・上流施設φ3.2～3.5ｍ
　　　　　　　約４３ｋｍ

・下流施設　約１㎞

・事業費 2,270億円

　　　　　（当初８９０億円）

・工期

着工までに３年程度

着工から完成まで９年程度

朝日

犬山

大治

名
古
屋
市

1.0ｍ3/秒

0.7ｍ3/秒
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徳山ダムの目的が
変えられた（2004年）

流水の正常な機能の維持
（異常渇水時の緊急水の補給）

総貯水量
6億6千万ｍ３

変更なし 14



木曾川水系連絡導水路（徳山ダム導水路）事業の目的
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×2.55＝２２７０億円
　　　　　まだまだこれから増額されます。

名古屋市は
今こそ撤退を！
＊2020年埼玉県水道は、「霞ケ浦導水路　　
事業」から全面撤退しました。
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ご清聴ありがとうございました。

７月６日に

また お会いしましょう


